
犬
正
回
申
六
局
=
守
-
臼
擁
=
一
語
.
偏
物
語
可
《
鍾
曹
司
-
個
-
自
慢
時
-

辛子電車E 日一-F司-→~ .同~t"、.;I~p lf8 

禁

載

輔

論

叢

営
業
牧
盆
税
改
造
の
一
案
・
j
i
-
-
:
:

・
法
泰
博
士
紳
戸
正
雄

労
銀
ご
利
子
・
:
・
・
・
:
・
;
・
・
文
皐
博
士
高
田
保
馬

院
町

論

潜
在
偏
向
性
の
我
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
-
:
:
経
連
十
博
士
小
島
日
日
ぷ
一
郎

m 

究

中
央
銀
行
の
賛
行
準
備
に
就
い
て
:
経
滞
感
士
松
岡
孝
児

資
本
菩
積
ミ
資
本
院
…
構
成
の
饗
化
:
・
・
経
潜
翠
士
柴
田
敬

園
際
カ
ル
テ
ル
に
就
い
て
:
:
:
:
:
;
-
:
き
御
率
士
磯
部
喜
一

万
ゴ
時
代
の
一
吐
命
日
単
位
に
つ
い
て
:
-
周
二
四
凡
十
土
竹
中
靖
一

韻

-fe 

小
賀
商
業
の
競
争
三
分
業
・
・
・
・
:
泥
沼
皐
博
士
谷
口
吉
彦

資
本
主
義
の
型
:
・
・
・
・
:
:
:
・
:
叩
hm
皐

士

堀

江

保

蔵

附

鋒

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



勢

銀

， 、
、圃.

利

子

ー
ー
ー
ヲ
ィ
グ
セ
山
戸
、

リ

ノ

ン

F
J
J
ア
ク
の
所
読
を
中
心
と
し
て
|
|

I苛

田

保

，馬

勢
制
酬
と
利
子
と
は
如
何
な
る
閥
係
に
立
っ
か
。
比
関
係
は
多
〈
白
一
事
者

l
l勢
力
白
川
信
用
を
重
ず
る
オ
ツ
ト
ォ
・
コ
ン
ラ
ア
ト
帝
ツ
ガ
ン
な
ど
、
及

U
枇
合
主
義
的
傾
向
町
人
ん

l
l
K
」
ヴ
て
反
比
例
的
の
も
の
、
云
は

r
相
逆
行
一
u

二
了
、
の
に
考
へ

h
れ
h

y

ヴ
泊
。
他
の
事
情
が
4

様
で
わ
む
と
す

る
な

b
ば
、
勢
鎮
の
高
い
だ
け
利
子
が
鑑
〈
な

p
、
利
子
が
昂
る
だ
け
発
銀
が
く
ひ
と
ま
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
う
云
ふ
見
方
が
ど
こ
ま
で

是
認
せ

b
れ
う
る
も
白
で
あ
ら
う
か
。
此
勤
に
つ
い
て
は
、
ベ
エ
ム
・
バ
ワ
ア
ク
の
全
業
植
田
中
の
最
も
光
輝
あ
る
部
分
と
稗
せ
ら
る
ふ
(
ウ
イ
タ
セ
ル
)

英
主
張
を
は
じ
め
、
同
一
白
得
統
に
沿
へ
る
意
見
の
展
開
と
し
て
ウ
イ
ク
セ
ル
、
リ
シ
ド
パ
ア
ク
な
ど

J
私
の
云
ふ
北
欧
畢
涯
の
利
子
準
設
が
あ
る
。

今
白
問
題
白
鵡
角
か
ら
、
そ
れ
ら
に
若
干
の
考
察
を
加
へ
よ
う
と
思
ふ
。

ペ
エ
ム
は
数
多
の
限
定
の
下
に
論
を
進
め
て
ゐ
る
。
今
祉
曾
に
於
け
る
崎
労
働
者
数
と
責
本
の
数
量
と
が
奥
へ
ら

れ
て
ゐ
る
と
す
る
。
後
者
は
す
べ
て
迂
回
生
産
を
可
能
な
ら
し
な
る
と
こ
ろ
の
生
存
資
料
よ
り
成
る
と
す
る
。
且

つ
ま
亡
、
生
産
迂
回
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
数
に
膳
十
る
牧
盆
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
る
。

回
が
何
年
か
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
膳
守
る
生
産
物
数
量
が
あ
り
、
此
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
に
藤
十
る
限
界
致
用
が
定
ま

こ
の
こ
と
は
、
生
産
迂

づ
で
ゐ
各
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
徐
剰
牧
盆
の
度
盛

(ω
宮
一
世
己
巾
『
豆
町
r
B
『
門
『
戸
空
宮
巾
)
が
奥
へ
ら
れ
て

ゐ
ZJ引
F
E
ζ

ド
ー
づ
て
、
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

事事

量韓

』ピ

軍4

子

第
三
十
七
血
管

六
一
九

第
五
貌

七



勢

第
三
十
七
巻

第
五
競

lI. 

六
三

O

勢
働
者
の
綿
款
が
千
古
向
、
生
存
資
料
郎
ち
資
本
の
数
量
一
か
百
五
十
億
(
グ
七
ア
乙
で
あ
る
と
す
る
。
均
衡
が
成

;J'IJ 

子

銀

と

立
す
る
と
す
れ
ば
、
勢
働
者
炉
建
り
な
く
、
且
つ
不
足
な
く
就
業
す
る
と
共
に
、
資
本
が
残
り
な
く
且
つ
不
足
な

〈
利
用
せ
ら
る
る
は
や
で
あ
る
。
勢
銀
色
、
利
子
歩
合
色
、
生
産
迂
回
の
年
数
も
、
任
意
に
定
ま
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
か
か
る
均
衡
に
落
ち
つ
く
や
う
に
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。

L
」
こ
ろ
が
ペ
エ
ム
の
意
見
に
よ
る
と
、
勢
銀
が
あ

る
高
さ
に
あ
る
と
き
に
は
、
か
か
る
均
衡
貼
が
求
め
得
ら
れ
な
い
。
尤
も
、
三
者
の
一
相
闘
に
つ
い
て
は
、
失
の
や

う
な
事
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
存
資
料
が
ニ
A
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
第
銀
の
高
さ
如
何
に
よ
っ
て
生
産
迂
回

ω年
裁
が
も
が
り
て
来
る
u

ぞ
れ
は
生
存
資
料
か

ι一
託
回
生
産
年
間
的
貯
銀
が
支
耕
い
い
れ
ね
ば
な
ら
ね
か
p
h
J

で
み
る
つ

生
産
迂
回
年
敷
が
ち
が
ふ
と
、

一
定
の
勢
働
か
ら
得
ら
る
る
牧
盆
(
生
産
力
)
が
ち
が
っ
て
来
る
、

そ
れ
に
鹿
じ
て

こ
れ
と
持
銀
と
の
差
額
で
あ
る
利
潤
も
ち
が
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
類
す
る
複
雑
な
る
関
係
が
生
産
迂
回
の
年
数
や

利
子
の
高
さ
を
中
心
に
し
て
考
へ
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

百
五
十
億
の
資
本
が
百
五
十
寓
の
企
業
に
分
た
れ
、
各
企
業
が
百
五
十
高
づ
っ
の
資
本
を
も
つ
も
の
と
す
る
。

今
、
骨
剰
肱
盆
の
度
盛
が
次
表
の
如
き
・
も
の
で
あ
り
、
且
つ
勢
銀
が
三

c
c
a
(
以
下
こ
の

a
L」
云
ふ
車
位
を
略

す
る
)

に
一
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
る
。

持世

(
l」
C
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・
窃
軍

司
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回
開
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田
爵
)

臼
印
(
)

ー
議
晴
昌
弘
明
，
T
H
ゆ

τパ
色
相
当
日
直

掛
同
骨
問
通
〉
簿

ー
加
時
喧

b
H
U
2

謡

hr回
附
醤
冨

印

C

E
F
E
由

u
u
u
u
u
 

印

ce--号

--・h‘、

H 

同
印

C

u
u
u
u
 

"" 

品
印
(
甲

r) B5h回目.Bawerk，Positi¥'e Theorie des Knpitals， E:ister B::md， 4・Autl.1921，日.
444-465・



事

g鎗

/'ーー圃ー・ーーーーーーー---、

時:.:.. 

印

-
H
H
H

印

u
c

同
山
由
{
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日
目
・
H
N

】

O
B
G

品
目
出
品
白
血

品
目
晶
申
晶

印
∞

C

国
民
号

'" 

U
N
-

岡
山

-uu

]己・]己

記

P
N

∞
印
日

叶
品
(
}

出
回
司
∞

M

M
U
M印
号

A

同
日
=

dた

白
日
号

日
∞
∞
町
E

印

岳
町
{
}

-l 

臼
吋
(
}

u
U
M
M
串

t
吋
C

。c

品
叫
印

nfdm 

E
h
i
d
-

c
q
G
 

日
一
凶
印

:~~ 
]
(
匂
}

。。。

同
A

山明。叩

叶
(
)
{
)

山
{
)
『
)

皮脂
r
J
H
K
段
式
r
T
L
r
位
ワ
奇
比
一
ト
h
p
-
E
司
ド
時
比
二

f
qノー〕
f
t
1
pょ
rナ
良
一
子
、
ノ
コ
こ
ど
九
恥
ノ
，
r
p
s
b
り

:
7
4

4EE品
E
E
y
r
j
ノ骨量
l
a
p
-
ノI
U
3

一p
f
u
号
B
J
Z

一，
E
F
1
f
、ス

v
H
t
E
唾

Z
d
l
'

・4
?
i
ペ
忌
m

J〈
d2baF唖-一一
f
、
/
L
K
l
e
陀

H
E
t
手
t

t

1

じ
l

を
乗
じ
た
る
司
も
の
で
あ
る
。

二
を
乗
じ
な
く
て
も
い
い
ゃ
う
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
衣
の
如
き
考
慮
に
基
〈
。

百
人

の
勢
働
を
一
の
企
業
に
於
て
使
用
す
る
に
し
て
も
、

準
行
に
臆
じ
て
漸
失
一
律
に
増
加
し
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
と
、
あ
る
勢
働
者
は
一
年
の
は
じ
め
か
ら
年
末
、
あ
る

一
年
の
は
じ
め
か
ら
百
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
仕
事
の

勢
働
者
は
年
末
の
日

rけ
一
一
辰
は
れ
る
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
み
る
と
、

一
年
の
正
に
竿
分
だ
り
生
存
資
料
を
得
た
と

云
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
二
倍
し
た
所
以
で
あ
る
。
き
て
此
表
に
よ
る
左
、
三
年
を
要
す
る
生
産
が
最
も
有
利

で
あ
る
。
年
利
五
一

• 
一
%
に
達
す
る
。
け
れ
ど
も
、
業
場
合
、
各
企
業
に
於
て
、
従
っ
て
一
高
の
資
本
に
よ
っ

て
、
使
用
せ
ら
る
る
勢
働
者
数
は
二
二
・
二
で
あ
る
か
ら
、
百
五
十
寓
の
企
業
に
よ
っ
て
需
要
せ
ら
る
る
勢
働
者
数

は
三
千
三
百
三
十
三
高
に
達
す
る
。
然
る
に
勢
働
者
数
は
千
高

rけ
し
か
な
い
。
資
本
の
大
部
分
は
使
用
せ
ら
れ

な
い
。
そ
れ
は
利
用
の
途
を
求
め
て
勢
銀
を
せ
り
上
げ
る
。
然
ら
ば
勢
銀
は
六
C
O
ま
で
に
高
ま

h
う
る
か
。

勢

銀

君q

子

第
三
十
七
巻

第
五
披

丸会

占

ノ、

と
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子
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噂
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前
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n
d

て
ペ
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主
筆

ー
同
国
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制
再
来
通
」
f
捕時

p
s
o
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-
E
2
Z
 
-】一-

ム

ノ、

第
五
披
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半
期
温
亙
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l〉
)
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濃
密

E
品
神

S
(茄
爵
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-
H
U
(
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品

h
z

P
3
2
 

D
N
b
 

J
R
5
 

4

・
内
切
4
F

2
J『
C

D
刀
山

口
己
目

4
2
-

1
]口
(
)

!斗
C凶-

0

3

3

 

-Y-w巳

出
口
町

l
E跨
司

令
単
一
蕊

(
癖
滑
)

(

冨

)

(

耳

)

(

富

)

苦言 12ぎ3
h 印 I，~， ~， :" 
~ ，=~討叶

右
の
表
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
八
年
迂
回
の
生
産
ぞ
行
ム
と
き
、
利
潤
は
最
高
と
な
る
。
け
れ
ど
も
業
際
、

、1
p

::，..:. :;;中".，穴

""  ー守 山 ""目白。;) :;;，日

持
働
者
の
被
使
用
人
数
は
一
企
業
に
つ
い
て
四
・
二
ハ
、
全
企
業
を
通
じ
て
六
百
二
十
五
高
に
す
ぎ
争
、
勢
働
は
渇

剰
と
な
り
、
勢
銀
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

可

{

}

に

F
-MC 

ー-zz 

持
銀
が
五

0
0ま
で
に
低
下
す
る
と
す
る
。
そ
の
時
は
衣
の
表
皿
の
示
す
や
う
に
、
六
年
迂
回
の
生
産
が
最
も

有
利
と
な
る
。
年
利
潤
は
一

o
u
m
で
あ
る
し
、
時
労
働
者
は
一
企
業
に
六
・
六
六
だ
け
使
用
せ
ら
る
る
か
ら
、
百
五
十

億
の
全
責
本
、
従
っ
て
百
五
十
高
の
全
企
業
に
よ
っ
て
、
正
し
く
一
千
高
が
使
用
せ
ら
れ
る
。
勢
銀
一
か
五
一

O
に

高
ま
る
と
、
六
年
迂
回
の
生
産
に
入
り
、
利
潤
を
高
め
う
る
が
、
二
十
高
の
失
業
者
を
生
守
る
、
四
九
C
に
低
下

す
る
と
三
億
の
過
剰
資
本
を
生
じ
て
勢
銀
は
高
ま
る
で
あ
ら
う
。
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ペ
エ
ム
の
考
察
は
一
更
に
細
目
に
及
ぶ
。
此
際
何
故
に
利
子
が
一

C
M
m
で
あ
る
か
を
(
利
潤
や
が
て
利
子
で
あ
る

左
み
る
)
最
後
の
許
さ
れ
た
る
、
及
び
最
初
の
排
除
せ
ら
れ
た
る
生
産
延
長
の
牧
盆
カ
か
ら
導
き
出
す
と
云
ふ
所

謂
利
子
歩
合
の
積
極
的
法
則
の
詑
明
に
及
び
、
持
じ
て
、
資
本
の
大
き
の
費
動
が
勢
銀
と
利
子
歩
合
と
を
如
何
に

品
理
化
せ
し
む
る
か
が
詳
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
悲
に
は
、
そ
の
後
の
皐
者
の
所
論
の
理
解
に
必
要
な
る

だ
け
の
前
提
と
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
遮
ぺ
る
に
止
め
ふ
。

ー
ー

ベ
エ
ム
の
見
解
に
よ
っ
て
、
利
子
が
軍
濁
に
決
定
せ
ら
る
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
剖

ち
生
産
迂
回
に
件
ふ
牧
益
増
加
の
程
度
郎
ち
鈴
剰
牧
盆
の
度
盛
が
一
定
の
も
の
で
あ
り
、
崎
労
働
者
数
、
生
存
資
料

勢

第
三
十
七
巻

第
五
務

銀

軍q

子

プミ

と

これら~æ.占にワいては、経済論叢昭和七年九月験所載、利子歩合白理論の参
照を求める。従ってこ Lには一々ベエム咽所設の出所を言己さなかった。
2) 



第
三
十
七
巻

の
総
量
と
し
て
の
資
本
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
勢
銀
、
利
子
、
生
産
期
聞
が
如
何
な
る
開
係
を
も
っ

勢

大
二
四

第
五
披

銀

草リ

子

と

か
、
が
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
一
方
に
於
て
若
干
修
正
せ
ら
る
べ
き
も
の
を
合

b
と
見
ら
れ
、
他
方
ぞ
れ
は

経
験
的
模
索

(
m
E
1
目
一
回
岳
町
出
口
町
円
己
百
円
V
E
Z
m
『
町
ロ
)
に
終
っ
て
、
組
織
的
な
る
展
開
に
ま
で
進
ん
で
ゐ
な
い
左
見
ら
れ

る
。
此
二
貼
に
つ
い
て
一
歩
を
進
め
た
る
も
の
と
し
て
は
ク
ヌ
ヲ
ト
・
ウ
ノ
ィ
ク
セ

Y

の
所
設
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ヲ
ィ
グ
セ

Y
は
ま
づ
、
次
の
や
う
い
限
定
す
る
。
勢
働
者
が
企
業
者
を
か
ね
、
任
意
じ
責
本
を
借
り
号
る
も
の

と
す
る
c

彼
等
は
自
己
の
所
得
ぞ
最
大
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
。

A
1
完
成
財
の
債
値

s
は
資
本
(
生
存
資
料
だ
け
。

機
械
原
刺
な
ど
の
資
本
財
は
企
業
者
に
よ
っ
て
自
ら
生
産
せ
ら
れ
泊
殺
せ
ら
れ
る
〉
と
利
子
と
の
和
で

J?位
。
持

働
者
一
人
の
年
労
銀
e
伊

T
、
利
子
歩
合
を

z
、
生
産
期
間
の
長
さ
を
t
と
す
る
。
資
本
が
生
産
の
進
行
に
つ
れ
て

漸
次
に
投
下
せ
ら
る
る
も
の
と
す
れ
ば
、
利
子
は
費
本
に
利
子
歩
合
と
生
産
期
間
の
長
さ
と
佐
乗
じ
た
る
も
の
ぞ

の
ま
ま
で
は
な
く
.
こ
れ
に
あ
る
分
戴

ε
を
乗
じ
た
る
・
も
の
で
あ
る
。
こ
の

ε
の
大
き
は
、
費
本
投
下
が
一
律
に

進
行
す
る
も
の
と
す
る
と
き
と
な
る
。
き
う
す
る
と
、
資
本
突
き
は
に
利
子
柔
じ
た
る
も
の
の
き
(
こ
れ
)

左
資
本
と
の
和
が
、
勢
働
者
一
人
営
り
の
完
成
財
の
債
値
で
あ
る
。

m
H
乙
(
回
+
れ
)
・
・
(
同
)

向
の
雨
遣
を
と
も
に

t
を
以
て
除
す
る
。

sτ
は
・
努
働
者
一
人
営
り
卒
均
年
生
産
額
で
あ
る
。
こ
れ
を
示
す
に

p

を
以
て
す
る
。

1
2れ
)
・
:
・
:
(
凶
)
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pp三
事
故
マ

S

と
P
と
は
、
迂
回
生
産
に
於
け
る
飴
剰
牧
盆
の
度
時
慣
が
既
に
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
、

t
の
既
知
の
函
数
で
あ

る
。
利
子
歩
合

z
を
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
、
ー
を
最
大
な
ら
し
む
る
や
う
、

t
を
定
め
よ
う
'
と
す
名
。
爾

遁
を
t
に
闘
し
て
微
分
す
る
。
ー
の
極
大
の
と
き
己
H
。
で
あ
る
が
故
に
、
ー
を
常
教
の
如
〈
に
見
守
Q

コ

仰
と
聞
の
方
程
式
に
よ
っ
て
t
と
l

L
」
の
低
が
得
ら
れ
る
。

"'... .... 
/ ー~司、 J

J 何 I、、
"./ L.一白一 -…一/ペI〆 :P

f 一一 • J イτー'計十 l

一山一-
.&. 0 t 
z. 

こ
の
こ
と
を
幾
何
率
的
に
云
ひ
表
は
き
う
。
曲
線
を
以
で
州
労
働
者
一
人
営
り
年
生
産
額
の

曲
線
と
し
、

川

/
'
2
V同
旬
、
品
川
叫
・
園
、

4
a

，へd
H柿
山
市

msγ
ト

p
e
g
縦
軸
に
と
る
。
縦
軸
の
起
粘
よ
り
¥
負
の
方
向
に
q
t
F
U

だ
け
の
長
さ
を
と
る
。
ぞ
の
賠
と
曲
線
上
の
一
騎
と
を
結
ぶ
直
線
が
縦
軸
に
交
は
る
知
の

高
さ
ー
は
そ
こ
に
於
げ
る
勢
銀
の
大
き
で
め
る
。
而
し
て
此
勢
銀
l
は
前
に
述
べ
た
る
直

線
が
曲
線
へ
の
切
線
で
あ
る
と
き
に
最
大
で
J

の
る
。
此
切
線
は
方
程
式
併
を
示
す
。
勢
銀

の
大
さ
が
上
に
の
べ
た
る
l
の
高
き
で
あ
る
こ
と
は
、
失
の
式
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。

一三
H
(
[
γ
G

巾

迭
の
問
題
を
提
出
す
る
。
勢
銀
が
ニ
民
泊
し
て
ゐ
る
と
す
る
。
自
ら
資
本
家
で
あ
る
と
こ
ろ
の
企
業
者
は
各
帥
労
働

者
営
り
に
つ
き
(
従
っ
て
業
費
本
に
つ
き
)
最
高
の
利
潤
を
得
よ
う
と
す
る
。
此
場
合
に
於
げ
る
問
題
の
解
き
方

は
前
の
場
合
に
近
い
。
前
の
場
合
に
ー
を
取
扱
っ
た
や
う
に

zp-
取
扱
ふ
。

勢

銀

と

君『

一

第
五
時
国

第
三
十
七
巻

子

大
二
五



勢

銀

.1刊

子

第
三
十
七
巻

第
五
競

六
一
一
六

二
四

と

を
得
る
。
此
方
程
式
に
あ
っ
て
は
、

t
と
z
と
が
l

に
於
て
云
ひ
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
幾
何
事
的
に
見
れ
ば
か
う

で
め
る
。
前
の
圃
に
於
て
ー
を
一
定
の
大
さ
に
と
る
。
そ
の
酷
よ
り
曲
線
に
切
線
を
ひ
く
。
ぞ
れ
が
縦
軸
に
交
は

る
鮎
と

o
と
の
距
離
が
2
一z
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

z
p
-
求
め
う
る
。
此

z
の
大
さ
が
輿
へ
ら
れ
た
る
大
さ
の
勢
銀

に
於
け
る
利
子
の
極
大
で
め
ム
。

者
し
一
定
の
産
業
分
校
に
於
げ
る
熔
資
本
と
綿
使
用
地
司
働
者
救
と
ド
奥
へ
ら
れ
た
お
大
さ
で
あ
る
な
ら
宜
、
上

に
遮
ぺ
た
る
が
如
〈
勢
銀
、
利
子
歩
合
、
生
産
期
間
の
長
さ
の
聞
の
比
例
を
求
め
う
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
大
さ
を
よ
す
る
は
?
で
あ
る
。
事
働
者
に
投
下
せ
ら
る
る
賛
否

ρ円
で
あ
る
。
故
に
、

k
を
纏
資
本

'
と
し
、
A
を
崎
労
働
者
数
と
す
る
な
ら
ば
、
衣
の
開
係
が
あ
る
。

7
ι
昨

:

;

(

串

)

方
程
式
凶
刊
を
問
問
と
結
び
つ
け
る
と
、

l
t
z
が
と
も
に
K

A
に
於
て
云
ひ
表
は
さ
れ
る
。
郎
ち
方
程
式
聞
と
向

井
]
か
ら
Z
を
消
去
し
守
、
次
の
方
程
式
問
を
得
る
。

-t一
ア
(
臼
)

向
か
ら
得
ら
る
る
と
乙
ろ
の
l
の
値
を
同
に
入
れ
る
と
、
方
程
式
向
が
得
ら
れ
る
。

r
n
ヤ♀
l
F

同市
v

:

(

由
)
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P
及
び
均
一
白
は
t
の
既
知
の
函
較
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
t
に
閲
し
て
解
き
得
ら
れ
る
。
勿
論
上

に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
の
位
定
、
卸
ち
一
産
業
分
枝
の
資
本
鵡
額
が
一
定
の
も
の
で
あ
り
、
使
用
勢
働
者
敷
が
一
定

と
こ
ろ
で
、

の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
L
L
は
、
事
買
に
あ
て
は
ま
ら
ぬ
。
そ
れ
ら
は
常
に
麗
勤
し
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
、
世
曾

の
全
産
業
を
過
し
て
み
る
と
き
に
は
そ
の
こ
と
が
い
は
れ
う
る
。
故
に
こ
こ
に
通
ぶ
る
と
こ
ろ
は
、
世
舎
の
全
産

業
分
枝
を
遇
し
て
見
る
と
き
、
而
し
て
そ
れ
ら
が
皆
同
様
な
る
皆
剰
牧
盆
の
度
感
を
有
す
る

の
事
情
を
有
す
る
)
色
の
と
見
る
時
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ら
う
。
近
接
的
に
で
は
あ
る
が
。

こ
L

ま
で
は
か
つ
て
論
文
『
利
子
歩
合
白
理
論
』
に
於
で
紹
介
し
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
と
れ
か
、
h
古
産
自
主
要
な
る
諭
却
を
展

開
ナ
品
婚
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
ト
パ
u
k油
ぺ
亡
か

b
詑
E
な
げ
れ
ば
、
寸
分
に
組
併
せ

b
れ
な
い
と
岡
山
L
U
取
て
煩

E
部
び
で
と
れ

E
繰
返

し
た
る
所
以
で
あ
る
。

(
従
っ
て
迂
回
生
産

而
し
て
、
ク
ィ
ク
セ
Y

に
よ
る
と
、
こ
の
結
論
と
、

ぺ
且
ム
の
結
論
と
は
全
〈
一
致
す
る
J

ペ
エ
ム
が
勢
銀
五

。
。
、
利
潤
率
一

Cμ
、
生
産
期
間
六
年
の
と
こ
ろ
に
定
ま
る

(表

E
委
照
)
と
い
へ
る
の
は
、
ぞ
れ
が
上
の
如

き
健
件
を
み
た
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぱ

E
う
し
で
か
か
る
均
衡
肢
態
に
到
達
す
る
で
あ
ら
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
貫
際
生
活
に
於
て
、
前
通
の
均
衡
諸
健
件
は
み
た
き
る
る
で
あ
ら
う
か
。
企
業
者
が
資
本
家
で
あ

4
Q
場
合
を
考
へ
ょ
う
。
一
努
銀
が
一
定
の
も
の
で
あ
あ
と
彼
等
は
利
子
(
利
子
歩
合
を
さ
す
)
を
最
大
な
ら
し
か
る

や
う
生
産
期
聞
を
定
め
る
。
こ
の
期
間
に
基
い
て
金
融
労
働
者
が
就
業
し
う
る
時
に
、
事
情
は
安
定
す
る
。
併
し
若

し
勢
働
の
需
要
遁
剰
な
る
と
き
は
(
即
ち
勢
働
の
供
給
不
足
す
る
と
き
は
)
(
表
1
の
場
合
)
、
勢
銀
が
騰
貴
す
る
。

而
し
て
、
生
産
期
聞
が
延
長
せ
ら
れ
る
。
此
二
の
事
情
か
ら
責
本
の
過
剰
は
な
く
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
帥
労
働
の

勢

第
五
務

?Ji. 

銀

第
=
7
T
七
巻

大
二
七

草リ

子

と
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勢

銀

子

第
三
十
七
巻

第
五
競

利

六
二
八

ー-
占ノ、

と

供
給
が
過
剰
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
持
銀
一
伊
勢
働
者
の
競
争
に
よ
っ
て
低
下
す
る
、
生
産
期
聞
が
短
縮
せ
ら
れ
第
働

の
需
要
が
増
加
す
る
。
資
本
の
不
足
が
此
短
縮
と
勢
銀
の
低
下
の
震
に
取
除
か
れ
る
。
か
く
し
て
、
何
れ
の
場
合

に
も
、
均
衡
が
成
立
す
る
0

・
努
働
者
が
企
業
者
で
あ
る
と
き
に
も
、
均
衡
の
成
立
過
程
は
同
様
で
あ
る
。
た
だ
均

衡
を
成
立
せ
し
h
u
る
ま
で
の
需
要
と
供
給
と
が
、
此
場
合
に
於
て
は
、
勢
働
市
場
に
於
て
で
は
な
〈
資
本
貸
付
市

場
に
於
て
な
さ
れ
る
だ
け
の
差
異
が
あ
る
。

け
れ

E
も
、
ク
イ
ク
セ

Y
は
一
耳
ふ
。
そ
こ
に
は
ベ
且
ム
の
顧
慮
し
な
か
っ
た
二
義
性
(
不
決
定
性
)
が
あ
&
。

資
本
家
は
任
意
じ
生
産
期
間
を
延
長
し
こ
れ
ド
肱
じ
て
勢
銀
は
方
程
式
仙
め
保
件
を
み
亡
し
勺
勺
低
下
す
る
、
そ

の
時
の
利
子
は
方
程
式

?
L
(宇
中
)
に
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
o

此
場
合
利
子
長
大
な
ら
し
か
る
や
う
に

す
る
が
、
而
も
ー
が
一
臆
常
款
と
し
て
見
ら
る
る
の
で
は
な
く
、
方
程
式
拘
に
よ
っ
て
t
に
依
存
す
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。
そ
の
時
は
利
子
の
最
大
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
方
程
式
問
の
保
件
に
導
か
や
し
て
、
次
の
保
件
に
導
〈
。

哨
H
l
↑
ー
?
と
は
本
質
上
、
正
の
も
の
で
あ
る
か
ら
主
は
負
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
師
三
最
大
の
利

子
は
生
産
期
間
延
長
に
伴
ふ
生
産
力
の
度
盛
が
遁
滅
的
の
も
の
に
、
麓
や
る
と
き
に
蓮
せ
ら
れ
る

賓
際
的
に
云

ふ
L
」
、
利
子
の
賓
在
的
な
る
極
大
は
成
立
し
な
い
。
に

r如
何
な
る
生
産
期
聞
の
延
長
も
資
本
家
に
と
っ
て
有
利

で
あ
ら
う
。

此
結
果
は
一
見
、
不
思
議
に
も
見
え
よ
う
が
、
理
解
す
る
に
難
〈
な
い
。
前
に
遁
ぺ
た
る
場
合
は
自
由
競
争
の

場
合
で
あ
る
。
此
場
合
は
費
本
家
が
勢
銀
を
切
り
下
げ
る
矯
に
共
同
の
工
作
に
出
づ
る
こ

k
‘
而
し
て
勢
働
者
の

Wicksell， a. u. 0.，月ー 102. Iζnnt 6) 



抵
抗
の
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
而
し
で
か
か
る
事
情
の
下
に
於
て
な
ら
ば
生
産
期
聞
を
盆
E
延
長
す
れ
ば
、

勢
銀
は
盆
1
低
下
す
る
。
た
だ
費
本
家
聞
の
自
由
競
宰
が
は
じ
ま
れ
ば
、
低
き
勢
銀
が
資
本
家
b
z

し
て
生
産
期
間

を
短
縮
せ
し
め
る
、
勢
働
者
の
需
要
増
加
し
、
勢
銀
が
高
ま
る
。
同
様
に
し
て
崎
労
働
者
が
圃
結
す
る
と
き
に
は
、

生
産
期
間
の
長
い
生
産
を
避
け
、
高
い
努
銀
を
張
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
自
由
競
争
が
許
き
る
る
に
及

べ
ば
、
勢
働
者
の
あ
る
も
の
は
低
き
利
子
を
利
用
し
て
長
期
生
産
を
企
て
る
で
め
ら
う
し
、
勢
銀
は
低
下
し
よ
う
。

同
様
な
る
こ
と
が
一
労
働
者
の
共
同
工
作
に
つ
い
て
色
ま
た
一
五
は
れ
得
る
の

ベ
エ
ム
い
劃
す
る
修
訂
が
如
何
な
る
黙
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
を
次
の

数
描
に
要
約
し
得
る
と
思
ふ
s
m
w
ペ
エ
ム
に
於
け
る
所
謂
経
験
的
模
索
が
一
般
的
、
代
数
的
な
る
表
現
に
と
り
か

ヲ
ィ
ク
セ
戸
の
考
結
ド
於
て
、

へ
ら
れ
、
従
っ
て
考
察
が
組
織
的
に
な
っ
て
き
た
。
間
ペ
エ
ム
に
於
て
看
過
せ
ら
れ
た
る
可
能
、
部
ち
問
題
の
二

義
性
が
は
じ
め
て
注
意
せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
節
に
遁
べ
だ
る
と
こ
ろ
で
め
る
。
向
。
へ
品
ム
に
於
げ
る
所
謂

利
子
の
積
極
的
法
則
に
つ
い
て
詳
細
な
る
吟
味
が
加
へ
ら
れ
た
。
川
間
ペ
品
ム
は
勢
銀
と
資
本
利
子
と
の
有
機
的
聞

係
の
み
を
考
察
し
た
が
、
更
に
地
代
を
も
取
入
れ
て
、
こ
れ
ら
三
者
聞
の
相
互
聞
係
が
吟
味
せ
ら
れ
た
。
向
ぺ
且

ム
第
三
理
由
は
ポ
Y
ト
キ
ウ
J
f
ツ
ヂ
、
プ
ィ
ジ
ヤ
ア
等
に
よ
っ
て
、
前
の
二
の
理
由
か
ら
濁
立
の
も
の
で
は
な
い
と

批
評
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
賭
に
つ
い
て
深
い
洞
察
を
新
に
加
へ
て
来
た
。
こ
れ
は
ク
イ
ク
セ
Y

の
晩
年
に
於
げ
る

主
張
の
中
に
最
も
よ
〈
窺
は
れ
る
。
藷
に
と
り
出
し
て
問
題
と
す
る
も
の
は
こ
れ
ら
の
中
、
第
二
の
賠
で
あ
る
。

豊喜

銀

草'j

子

第
三
十
七
巻

六
二
九

第
五
務

七

と

ibid.， S. 104-105 
Knllt Wicksell，必IIZinstheorie. 'Virt叫 lnftstheorieder Gegenwart，. Band III， 
1928. S. '99・
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勢

銀

と

華日

子

第
三
十
七
巻

六コ一

O

第
五
務

iI. 

此
黙
に
閥
し
て
リ
ン
ド
バ
ア
ク
の
主
張
は
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
ペ
エ
ム
の
設
例
に
つ
い
て
云
ふ
正
、

勢
銀
=
一
C
C
の
と
き
に
は
、
期
間
三
年
の
生
産
が
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
最
も
有
利
で
あ
り
、
そ
の
と
き
の
利
潤

率
は
五
一
・
一
，
%
で
あ
る
(
表
I
盛
照
)
。
し
か
し
こ
れ
で
は
勢
働
者
数
が
不
足
し
、
資
本
が
過
剰
で
あ
る
。
だ
か

ら
勢
銀
が
騰
貴
す
る
。
持
銀
六

0
0
で
あ
れ
ば
期
間
八
年
の
生
産
が
最
も
有
利
で
あ
h
、
そ
の
時
の
利
潤
率
は
三
。

ノ

〉

/
F
L
7
点、

E
-
T
:
;
L
t
F自
f
投
Z
E
-
-
'
H
C
L
J
u
p
ら
争
被
・
:
、
客

reb。

ヨ
匹
叫
円
で
あ
る

O
L
カ
I
;
f円
t
t
濯↑
2
4
4

貴
司
r
苅

l
窓
ノ
寝
耳
鎖
骨
説
乗
l
r
7
d
Z
?
?

夢
鋭
、
刀

1
執

持
銀
五
心
一
心
に
於
て
は
り
め
て
、
利
潤
車
・
の
最
高
な
る
期
間
六
年
の
生
産
に
於
じ
資
本
と
持
働
'
t
J
Y
過
不
足
な

t

結
び
つ
く
。
勢
銀
が
こ
れ
か
ら
外
れ
て
は
、
責
本
数
量
、
勢
働
者
数
、
利
潤
、
勢
銀
な
ど
の
聞
に
均
衡
が
成
立
せ
ぬ
。

而
し
て
、
此
主
張
に
従
ふ
と
、

り
ン
ド
バ
ア
ク
の
云
ふ
が
如
〈
、
勢
銀
の
錨
則
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

ウ
ノ
イ
グ
セ

Y
は
前
越
の
如
〈
、

資
本
、
一
努
働
の
敷
量
、
倖
剰
牧
盆
の
度
盛
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は

一
義
的
な
る
均
衡
が
成
立
す
る
と
見
亡
。
ヲ
ィ
グ
セ

Y
は
そ
れ
を
根
本
的
に
は
否
認
し
な
い
。
け
れ
ど
も
な
ほ
、

第
二
の
可
能
の
め
る
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
印
ち
勢
銀
三
C
O
の
と
き
、
三
年
迂
回
の
生
産
で
は
勢
働
敷
量
が
不

足
す
る
。
そ
こ
で
、
前
の
場
合
に
は
勢
銀
役
引
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
き
う
せ
守
し
て
生
産
期
聞
を
十
年
に
延
長

す
る
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
(
表

I
参
照
)
。
し
か
し
こ
の
一
一
の
方
針
の
分
ろ
る
黙
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

-
Y
4

ク
セ
Y

に
よ
れ
ば
、

一
方
は
自
由
競
争
の
場
合
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
は
資
本
家
又
は
融
労
働
者
が
囲
結
し
た
る
場

合
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
由
競
争
を
中
心
と
す
る
限
hJ
、
勢
銀
に
つ
い
て
衣
の
一
如
き
こ
左
が
云
は
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。



、， 

ぺ
且
ム
に
よ
れ
ば
勢
働
者
数
と
資
本
数
量
と
生
産
迂
回
の
年
数
に
件
ふ
飴
剰
肱
盆
の
度
盛
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る

限
り
、
そ
こ
に
は
た
だ
一
の
均
衡
勤
が
あ
る
。
前
越
の
例
に
於
て
は
勢
銀
玉
。
。
、
利
潤
一

C
μ
の
と
こ
ろ
が
そ

れ
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
峠
労
銀

ee此
程
度
以
下
に
下
ぐ
る
こ
と
も
、
永
き
は
亙
つ
て
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
釣
上
ヤ
る
こ
と
も
同
様
に
困
難
で
あ
る
。
労
銀
の
錨
則
も
否
定
せ
ら
る
る
が
、
同
様
に

し
て
ま
た
、
勢
銀
が
勢
力
に
よ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
る
と
云
ふ
主
張
も
否
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
の
場
合
、

崎
労
銀
が
五
一

O
に
引
き
上
げ
ら
る
る
と
、
な
ほ
七
年
迂
回
の
生
産
が
有
利
で
あ
る
、
し
か
し
も
は
や
、
百
五
十
億

の
費
本
に
て
は
九
百
八
十
高
の
勢
働
を
使
用
す
る
の
み
。
二
十
両
の
労
働
の
残
僚
が
め
る
。
勢
銀
は
切
り
下
げ
ら

れ
る
の
勢
銀
が
四
九
む
に
低
下
す
石
と
、
一
ニ
一
億
の
資
本
が
過
剰
と
な
る
、
勢
働
mw
不
足
①
粛
に
勢
銀
は
引
き
上
ら

れ
e
さ
る
を
得
ぬ
。
此
場
合
、
勢
銀
が
勢
力
に
よ
っ
て
動
か
さ
る
る
徐
地
が
な
い
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
れ

げ
と
共
に
、
此
他
の
均
衡
勤
の
な
い
こ
と
を
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
競
争
が
前
提
と
せ
ら
る
る
限
り
、
こ
れ

は
ぺ
且
ム
と
ク
ィ
グ
セ

Y
と
の
意
見
の
一
致
結
で
あ
る
。

ク
ィ
ク
セ
U
Y

は
進
み
て
第
二
の
可
能
を
み
と
め
て
ゐ
る
。
四
九
O
又
は
三
C
C
の
勢
銀
に
於
て
も
、
資
本
家
が

生
産
迂
同
の
年
敷
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
本
過
剰
か
ら
見
る
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
表
ー

に
つ
い
て
見
る
。
三

O
O勢
銀
に
於
て
、
生
産
期
聞
を
延
長
す
る
。
而
し
て
之
を
十
年
と
す
る
と
き
は
、
勢
働
者

敷
千
高
す
べ
て
が
就
業
し
う
べ
く
、
そ
の
時
の
利
潤
率
は
一
ヱ
ハ
・
六
七
%
'
と
な
る
。
然
る
に
、
こ
れ
は
呆
し
て
ク
イ

グ
セ

Y
の
一
耳
ふ
が
如
〈
、
資
本
家
の
固
結
を
ま
つ
こ
と
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
リ
ン
w
p

バ
ア
ク
の
批
評
は
此

勢

銀

と

軍IJ

子

• 

第
三
十
七
巻

ムノ、

第
五
放

九



勢

第
一
-
一
十
七
谷

第
五
務

銀

子

占

/、

O 

軍リ

と

• 

勤
を
つ
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
ク
イ
ク
セ

Y

に
於
け
る
第
二
の
可
能
が
決
し
て
責
本
家
の
園
結
を
要
せ
ゴ
る
こ
と

を
明
に
し
て
ゐ
る
。
三

O
O
の
勢
銀
に
於
て
最
も
利
潤
の
大
な
る
生
産
期
間
は
三
年
で
あ
り
、
利
潤
率
は
五
一
・
一

似
げ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
費
本
に
過
剰
を
生
子
る
。
そ
こ
で
、
ペ
エ
ム
は
資
本
家
の
競
守
に
よ
っ
て
勢

銀
が
釣
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
か
ら
、
勢
銀
三

O
O
に
於
け
る
均
衡
は
成
立
し
得
や
と
一
五
ふ
見
方
だ
け
に
於
て
止
ま
つ

て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
場
合
労
銀
は
釣
り
上
げ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
五
O
行
以
下

ω勢
銀
に
於
て
は
い
つ
も
、
勢

働
の
不
足
が
め
る
。

五
ペ
リ
(
リ
ー
ま
で

K
る
も
の

lι
す
る
と
、

資
本
、
持
働
の
共
に
み
な
利
用
せ
、
ら
れ
る
均
衡
貼
に
於

て
、
利
子
が
一

O
%
で
あ
与
に
止
ま
る
。
而
も
こ
の
際
、
勢
働
者
の
抵
抗
が
な
い
も
の
で
ゐ
石
井
」
し
よ
う
。
さ
う

す
る
と
、
そ
の
中
の
あ
る
一
企
業
が
生
産
期
聞
を
延
長
し
勢
銀
を
低
下
せ
し
め
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
高
き
利
潤
が

得
ら
る
る
か
ら
で
あ
名
。
紬
労
働
者
は
限
界
需
要
者
の
需
要
債
格
が
低
下
し
た
る
以
上
、
低
R

哉、
C
P

努
銀
に
甘
や
る
外
は

な
い
。
他
の
企
業
も
一
務
に
之
に
な
ら
ふ
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
努
銀
三

0
0
、
利
潤
牽
二
六
・
七
に
於
て
落
ち
つ

く
。
利
潤
宰
一

O
μ
の
生
産
を
す
て
て
そ
れ
が
二
六
・
七
で
あ
る
生
産
を
選
ぶ
の
は
営
然
で
あ
る
。
帥
ち
勢
銀
三

O

。
、
十
年
迂
回
の
生
産
に
落
ち
つ
く
こ
と
は
決
し
て
資
本
家
の
圏
結
を
ま
つ
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
自
由
競
争
の

必
然
の
結
果
で
あ
る
。

η
ノ
ン
ド
バ
ア
ク
は
此
意
味
に
於
て
、
ク
ィ
ク
セ
U
Y

に
思
考
上
の
課
り
が
あ
る
と
一
耳
ふ
。

す
べ
て
の
拍
労
働
者
数
が
使
用
せ
ら
れ
査
す
場
合
の
各
企
業
に
於
け
る
使
用
努
働
者
数
は
、
生
産
迂
回
の
年
敢
に

よ
っ
て
異
な
る
。
而
し
て
、
各
の
迂
回
生
産
期
間
に
於
て
、
す
べ
て
の
勢
働
者
の
使
用
し
壷
3
る
る
場
合
の
利
潤

宰
勢
銀
は
弐
の
如
き
も
の
で
あ
ら
'
h
。

Nationaldl.;:o-t:eitschrift fur 9) Jak Jむ.Lindber宮・ Die Kapitalzinstheorie， 
nOlnie， Band IV， 1王eft4， s. 505・
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ペ
エ
ム
に
よ
れ
ば
、
自
由
競
争
の
支
配
す
る
限
り
、
如
上
の
保
件
の
下
に
於
け
る
勢
銀
は
玉

C
O
に
定
ま
ち
、

而
し
で
こ
の
五

0
0
こ
そ
は
自
然
停
銀
の
性
質
を
も
っ
。
け
れ
ど
も
、

ペ
エ
ム
は
こ
れ
を
論
謹
し
得
十
に
ゐ
る
。

P
ン
ド
バ
ア
ク
は
こ
の
五

O
O
を
以
て
、
た
だ
勢
銀
が
そ
れ
以
上
に
昇
り
得
ぎ
る
限
界
、
印
ち
勢
銀
の
極
大
ぞ
示

す
色
の
と
見
る
。
業
論
謹
の
仕
方
は
か
う
で
あ
る
。
今
、
帥
労
働
組
合
の
力
に
よ
っ
て
勢
銀
が
大

O
Oま
で
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
と
し
よ
う
。
き
う
す
る
と
、
勢
働
者
の
金
敷
量
が
使
用
せ
ら
れ
壷
す
怨
に
は
、
五
年
迂
回
の
生
産
、

利
潤
率
一
・
一
二
三
，

mで
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
け
れ

E
も
、
実
際
企
業
の
あ
る
も
の
が
八
年
迂
回
の
生
産
を
選
ぴ
品
労

働
者
四
二
六
を
使
用
す
る
と
せ
よ
。
利
潤
峯
は
三
・
五
四
労
で
あ
る
。
各
企
業
が
之
を
皐
ぷ
と
す
れ
ば
、
勢
働
者

勢

銀

と

手目

子

第
三
十
七
巻

ムノ、

第
五
披



勢

銀

と

君。

子

第
三
十
七
巻

六
三
回

第
五
披

三
百
七
十
五
高
の
過
剰
を
生
じ
、
ひ
い
て
労
銀
の
低
下
を
来
さ
ぎ
る
を
得
ぬ
。
し
か
し
、

六
年
迂
回
の
生
産
、
利
潤
率
一
O
%
の
と
こ
ろ
に
落
ち
つ
く
と
せ
よ
。
あ
る
企
業
が
一
年
だ
け
(
ぞ
れ
以
上
の
年

一
た
び
勢
銀
五
0
0
、

敷
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
が
)
生
産
期
聞
を
延
長
せ
し
h
U
る
と
す
る
。
使
用
叫
労
働
者
数
は
玉
・
七
一
に
減
少
す
る

で
あ
ら
う
、
而
し
て
利
潤
率
は
九
。
七
%
に
低
下
す
る
。
や
は
り
元
の
如
〈
、
六
年
迂
回
の
生
産
を
管
む
こ
と
と

な
る
で
あ
ら
う
。
持
銀
、

利
潤
率
が
こ
と
に
到
謹
す
ら
の
診
姉
戸
、
ぶ
も
の
は
理
論
的
に
見
て
な
い
。

PM

〈
亡
、
リ

f

w

 

ノ
ペ
ド
バ
ア
ク
式

d

L

A

η

勾
街
防
と
な
す
も

η
f
F
、

d

l

-

(

:

t

!

ー

(

-

唱
な
る
極
大
靴
、
即
も
件
、
銀
の
そ
れ
』
一
り
騰
貴
し
得

rm
る
賄

で
あ
る
と
見
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
持
銀
騰
貴
の
限
界
は
衣
の
如
〈
に
云
ひ
表
は
さ
れ
る
。

て
、
生
産
期
聞
を
一
見
に
延
長
す
る
こ
と
が
有
利
で
め
る
ほ
ど
に
勢
銀
が
騰
貴
し
た
る
場
合
に
は
既
に
そ
の
限
界
に

一
々
の
企
業
者
に
左
り

達
し
た
る
も
の
で
あ
る
d

き
て
、
私
は
こ
の
内
ノ
ン
ド
バ
ア
グ
の
見
解
に
費
し
て
、
原
理
上
の
抗
議
を
提
出
し
よ
う
と
は
考
へ
な
い
。
ぞ
れ

が
ペ
エ
ム
及
び
ヲ
イ
ク
セ

Y
に
劃
す
る
(
後
者
の
い
は
ゆ
る
第
二
の
可
能
に
闘
し
て
の
)
批
評
で
あ
る
限
ち
、
銃

〈
も
洞
察
し
た
る
も
の
で
あ
る
と
恩
ふ
。
ペ
エ
ム
及
び
ク
イ
グ
セ

Y

に
於
け
る
均
衡
貼
は
、
努
銀
が
そ
れ
に
落
ち

つ
く
は
宇
の
貼
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
こ
れ
だ
け
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
め
ら
う
。
向
す
べ
て
の
勢
働
者
が
使
用

や
ら
れ
て
し
ま
ふ
こ
と
、
開
門
努
銀
が
一
定
の
高
き
で
あ
る
こ
と
、
間
以
上
の
こ
の
保
件
が
み
だ
き
る
べ
き
場
合
、

而
も
利
潤
率
の
最
高
な
る
賠
が
求
め
ら
れ
た
る
黙
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
努
銀
が
一
定
の
高
き
で
あ
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
勢
銀
へ
の
利
潤
率
な
ら
び
に
生
産
期
間
の
適
膳
が
如
何
な
る
賠
に
於
て
成
立
す
る
か
が
求
め



ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
勢
銀
が
此
高
さ
か
ら
動
き
得
ぬ
も
の
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
そ
れ
が
一
定
の
高
き
で
あ
る

と
云
ふ
前
提
は
更
に
一
歩
だ
け
現
貫
に
接
近
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
取
除
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
取
除
か

れ
る
と
、
勢
銀
は
容
易
に
そ
こ
か
ら
動
〈
。

さ
で
、
在
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
此
貼
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
第
一
、
勢
銀
の
高
き
は
軍
に
寵

詩
的
に
は
決
定
せ
ら
れ
得
な
い
ち
の
で
は
な
い
か
。
第
一
一
、
勢
銀
の
騰
貴
に
よ
っ
て
利
潤
率
の
低
務
す
る
こ
左
が

ど
こ
ま
で
貫
現
し
待
ら
る
る
か
。

前
に
謹
ぺ
た
る
が
如
〈
、
持
働
の
側
に
於
り
る
す
べ
て
の
抵
抗
を
取
除
い
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
労
銀
は
ど
こ
ま

ぺ
も
低
落
寸
川
引
は
十
で
J

ヴ
?
と
削
船
ふ
ο

こ
の
理
由
を
u

繰
返
し
て
吟
味
す
3
0
ま
勺
av

へ
早
ム
の
均
衡
鈷
と
考
へ
た

る
と
こ
ろ
、
却
ち
勢
銀
五

0
0、
生
産
期
間
六
年
の
と
こ
ろ
に
一
躍
落
ち
つ
い
た
と
考
へ
ょ
う
。
そ
の
と
き
一
部

分
の
企
業
者
が
更
に
多
〈
の
利
潤
を
求
め
る
た
め
に
、
十
年
期
間
の
生
産
を
替
み
二
六
・
六
七
%
の
利
潤
を
あ
げ

る
と
す
る
。
勢
銀
は
一
部
分
の
限
界
需
要
者
の
要
求
通
り
に
低
下
し
う
名
ほ
や
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ヲ
イ
ク
セ
Y

は
、
此
際
資
本
家
の
自
由
競
争
が
行
ば
れ
る
と
す
る
と
、
他
の
一
部
分
の
も
の
は
生
産
期
聞
を
短
縮
す
名
、
崎
労
働

の
需
要
増
加
し
、
勢
銀
は
騰
貴
す
る
で
ゐ
ら
う
、
と
一
支
。

A
-此
騰
貴
の
過
程
が
貫
現
せ
ら
る
る
色
の
と
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
や
は
り
利
潤
率
は
急
蓮
に
減
少
す
る
。
而
て
前
の
場
合
に
於
け
る
二
六
・
六
七
に
及
び
得
な
い

で
あ
ら
う
。
利
潤
追
求
の
努
力
は
再
び
十
年
迂
回
の
生
産
方
法
に
復
蹄
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
か
。

此
勤
、
ウ
イ
ク
セ
ル
の
一
耳
ふ
が
知
〈
、
資
本
家
の
閤
結
が
あ
る
場
合
、

一
斉
に
十
年
迂
回
の
生
産
に
改
め
、
b
る
L

こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

勢

銀

と

手lJ

子

第
三
十
七
巻

大
三
五

第
五
放



勢

第
三
十
七
巻

第
五
披

四

キrJ

子

~­F、
ー
ム
F、

銀

!-

け
れ
ど
も
自
由
競
争
が
行
は
れ
で
も
、
同
一
の
結
末
に
落
ち
ワ
〈
と
一
五
ふ
り
ン
ド
パ
ア
ク
の
主
張
を
訣
ワ
て
ゐ
る
と
は
思
は
な
い
。
た
ピ
そ
の
遇

税
に
う
い
て
は
木
文
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
(
同
様
の
こ
と
を
二
度
の
べ
て
ゐ
る
が
)
た
ほ
未
だ
十
分
で
あ
る
と
向
ら
も
考
へ
で
は
ゐ
な
い
。
な
ほ

多
A
E
の
時
聞
を
か
け
て
、
十
分
に
考
へ
直
し
た
い
と
思
ふ
。
此
勤
に
つ
い
て
の
マ
ア
ル
の
批
評
も
今
は
参
照
す
る
餓
裕
を
も
ち
待
な
い
。

併
し
な
が
ら
企
業
者
が
か
か
る
態
度
に
出
で
得
る
も
の
と
す
る
時
に
は
、
問
題
は
更
に
複
雑
と
な
る
。
生
産
迂

回
の
年
数
は
更
に
延
長
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
持
働
牧
盆
カ
(
前
の
例
に
於
け
る

P
)
が
生
産
期
聞
を
延

ば
す
じ
つ
れ
て
増
加
す
る
問
は
つ
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
一
労
銀
は
低
下
寸
る
は
や
で
あ
ら
う
。
更
に
進

み
て
一
五
へ
d

川
崎
、
第
働
牧
雄
力
が
生
産
期
間
の
延
長
に
よ
っ

c増
加
し
件

y
a場
合
に
於
で
す
ら
、
生
産
江
同
期
聞

を
延
長
せ
し
め
勢
銀
を
低
下
せ
し
か
る
こ
と
が
企
業
者
に
と
り
て
有
利
で
あ
ら
う
。
か
か
る
見
方
に
立
つ
限
ち
、

勢
銀
一
か
何
れ
の
と
こ
ろ
に
定
ま
り
利
子
.
か
い
、
っ
こ
の
黙
に
落
ち
つ
〈
か
は
、
経
梼
的
に
は
全
〈
不
定
の
も
の
で
は

な
い
か
。
否
、
企
業
者
の
利
盆
の
み
を
中
心
と
し
考
ふ
る
と
き
に
は
労
銀
の
嘩
則
が
唯
一
の
結
論
で
あ
る
や
う
に

見
え
る
。
け
れ
ど
も
、
現
買
は
あ
ま
り
に
明
白
に
そ
れ
を
否
定
し
て
ゐ
る
と
見
得
ら
れ
な
い
か
。
き
う
す
る
と
、

勢
銀
の
い
づ
こ
に
落
ち
つ
く
か
を
定
め
ら
る
る
も
の
が
別
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
白
で
あ
ら
う
。
而
し
て
在
は
之

を
勢
力
闘
係
の
外
に
求
む
べ
か
ら
宇
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

-
次
に
勢
銀
の
低
落
に
よ
っ
て
利
潤
峯
が
E
こ
ま
で
低
落
し
得
る
か
。
在
は
ま
づ
勢
力
設
の
蹄
結
を
遮
ペ
ょ
う
。

在
の
見
解
に
よ
る
と
、
勢
銀
の
騰
貴
に
よ
っ
て
利
潤
率
は
下
落
す
べ
き
性
質
を
も
っ
。
一
努
働
者
の
勢
力
が
園
結
に

よ
る
と
よ
ら

5
る
と
を
聞
は
歩
、
増
加
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
つ
れ
て
勢
銀
も
ま
た
騰
貴
す
る
。
こ
れ
を
前
掲

の
表

E
に
つ
い
て
見
る
に
、
勢
銀
三

C
C
の
と
き
は
利
潤
率
二
六
・
六
七
%
'
で
あ
ら
う
。
勢
銀
三
七
五
の
場
合
に

~:Ur l¥-:uiし118.1ol、のnom.ie.]Janrl 
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は
、
減
じ
て
二

0
・
六
七

μと
な
忍
で
あ
ら
う
。
尤
・
も
此
場
合
、
こ
れ
は
最
高
の
利
潤
率
で
は
な
い
。
一
二
年
迂
問
、

叫
労
働
者
数
一
七
・
八
、
利
潤
率
二
七
・
五
九
dw
を
以
て
最
高
と
す
る
つ
け
れ
ど
も
、
此
場
令
、
崎
労
働
者
数
は
必
要
敷

量
の
四
割
に
過
ぎ
宇
、
勢
銀
は
必
?
釣

h
上
げ
ら
れ
る
。
労
銀
三
七
五
に
於
て
成
立
し
う
る
最
高
の
利
潤
率
は
二

(
詮
)

O
Lハ
七

μ
に
止
ま
る
。
一
労
銀
五

0
0
に
ま
で
騰
貴
す
る
と
き
に
は
、
利
潤
率
減
じ
て
一

C
叫
げ
と
な
る
。
進
み
て
、

労
銀
六

O
C
ま
で
に
騰
貴
す
る
と
す
れ
ば
、
い
持
銀
が
一
・
一
二
二
一

μ
(全
崎
労
働
者
が
就
業
す
る
場
合
の
利
潤
卒
)
に
ま

で
下
落
し
う
る
や
、
と
一
五
ふ
に
き
う
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
註
)

勢
銀
三
七
五
の
と
き
の
利
潤
計
算
は
次
の
支
の
一
市
ナ
遮
リ
で
あ
る
。
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併
し
な
が
ら
勢
銀
六
C
C
の
場
合
、
利
潤
率
は
了
三
三
ま
で
に
低
下
し
符
?
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
理
由
は
衣
の

勢

銀

と

手リ

子

第
三
十
七
巻

大
=
一
七

第
五
披

五



勢

第
三
十
七
巻

六
三
八

第
五
放

ム
F、

銀

子

と

罪IJ

如
く
で
あ
る
。
一
労
銀
が
そ
こ
ま
で
に
低
下
す
る
と
生
産
期
聞
が
延
長
せ
ら
れ
る
、
剖
ち
企
業
者
は
八
年
迂
回
、
一
ニ
・

五
回
り
の
利
潤
率
を
求
め
る
に
至
る
で
め
ら
う
、
そ
こ
で
待
働
過
剰
の
潟
い
一
労
銀
は
低
落
す
る
0

4

エ
ム
は
さ
う

考
へ
、
而
し
て
こ
れ
を
以
て
勢
力
設
を
批
評
す
る
武
器
と
な
し
た
。
リ
ン
ド
バ
ア
ク
さ
へ
も
、
此
場
合
、
五
C
C

炉
停
銀
の
最
高
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
ゐ
る
。
果
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
。

云
ふ
ま
で
も
な
く
-
持
銀
が
大

0
0
を
こ
ゆ
れ
ば
.
生
産
迂
回
の
年
教
を
如
何
や
う
に
改
め
る
に
し
て
も
、
ぞ
れ

か
ら
得
ら
る
る
利
潤
率
は
小
と
な
る
。
け
れ
ど
も
、
利
潤
牽
が
一

0
4
4
(勢
銀
五
0
0
、
生
産
期
間
六
年
)
を
こ

ゆ
れ
ば
必
十
迂
回
生
産
の
結
果
勢
銀
の
騰
貴
を
殊
す
と
一
耳
ふ
主
張
は
、
な
る
日
ど
山
一
肱
肯
定
せ
恥
ば
な
t
一ぬ。

け
れ
ど
も
、
・
夫
の
賠
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
場
合
、
利
潤
率
が
一
・
一
二
三

μ
に
落
ち
つ
き
得
な
い
の
は
資
本
数

量
の
結
果
で
あ
る
。
若
し
〈
ば
資
本
数
量
と
崎
労
働
者
数
と
の
奥
へ
ら
れ
た
る
比
率
の
結
果
で
あ
る
。
而
・
6
b
、
此
資

本
数
量
は
一
の
偶
然
的
な
る
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
は
現
買
に
於
て
不
断
に
蓄
積
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
。

云
は
ぱ
増
加
は
そ
の
本
質
で
あ
る
。
果
し
て

3
う
で
あ
る
左
し
よ
う
。
き
う
す
る
と
、
資
本
数
量
が
更
に
五
分
の

一

rけ
増
加
す
る
と
、
利
潤
率
は
一
・
三
三
ま
で
に
低
下
す
る
。
更
に
ま
た
、
資
本
数
量
が
今
よ
り
も
二
倍
で
あ
る

と
す
れ
ば
(
一
企
業
の
責
本
数
量
に
盤
化
な
き
も
の
と
し
て
¥
勢
銀
七
つ

O
に
於
て
利
潤
峯
零
と
な
る
。
勢
力
関

係
に
よ
っ
て
勢
銀
が
騰
貴
し
、
利
潤
率
を
推
し
下
げ
得
る
に
は
常
に
、
資
本
数
量
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
る
る
限
度
が

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
資
本
菩
積
は
漸
衣
此
限
度
を
ひ
り
つ
げ
て
、
蓬
に
利
潤
を
取
除
き
う
Z
は
や
で
あ
る
。
他
の
事

情
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
資
本
の
増
加
の
事
情
の
み
を
取
入
る
る
こ
と
に
は
問
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
〈

ペ
エ
ム
の
方
法
に
従
へ
る
も
の
で
あ
る
。
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